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03　　　医療の安心
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搬送困難事例受入医療機関支援事業

１　事業の概要

　搬送困難事例が増加する中、長時間搬送先が決まらず

命を失う事例が発生している。そこで、救急医療施策の

実効性をより高めるため、地域の消防や医療機関等で設

置しているメディカルコントロール協議会に専任の医師

を配置するための支援行う。また、搬送先が見つからな

い救急患者を一定の条件下で断らず受け入れることに合

意した医療機関に対し、必要な資金援助を行う。

（１）専任医師の配置　　　　　　　　　　43,914千円

２　事業主体及び負担区分

（１）、（２）（国1/3・県1/3）事業主1/3

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　専任医師の配置　　　　　　　　 43,914千円
　　　　地域の消防や医療機関等で設置しているメディカルコントロール協議会に、救急搬送のコ―ディネートを行う
　　　専任の医師を配置する。
　　イ　搬送困難事例受入医療機関支援　103,387千円
　　　「傷病者の搬送及び受入れの実施に関する基準」に基づき一定の条件下での救急患者受入に合意した医療機関の
　　　実効性を確保するため、必要な資金援助を行う。

（２）事業計画
　　ア　地域メディカルコントロール協議会（1協議会）に専門医師を配置するための業務を地域の医療機関に委託
　　　　（1病院）
　　イ　補助金交付（4病院）

（３）事業効果
　　　搬送困難事例を減少させるとともに、３次医療機関の負担の軽減が図れる。

（４）その他
　　　平成26年度の新規事業

(単位：千円)

（２）搬送困難事例受入医療機関支援　　 103,387千円

分野施策


